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とゲルゲリーによりナチュラル・ペダゴジー理論（ the theory of natural pedagogy）



















































































第 5 章では，第 2 章における 12 ヶ月児の実験を拡張し，より幼い月齢である
9 ヶ月児を対象として，ヒトの視線から物体に対する影響が見られるかどうか






























方言を養育環境とする 9 ヶ月児と 12 ヶ月児を対象として，2 人の新奇な話者が
  
一方は関西方言，もう一方は関東方言で話をする映像を提示し，その後 2 人の
話者が同一の物体を差し出した。 9 ヶ月児は，関西方言話者から差し出される
物体を選好する児が多かったが，統計的に有意な違いはみられなかった。一方，
12 ヶ月児は，関西方言話者から差し出された物体を選択的に選好した。本研究
の結果は，生後 1 年目までに，乳児が方言に基づいて話者に異なる印象を形成
し，続いて自身の養育環境にある母方言話者に対して社会的選好をもつことを
示唆している。このように，発達初期から，方言を手がかりとしてコミュニテ
ィメンバーを選好することは，所属する文化的集団メンバーから選択的に情報
を獲得する社会的，文化的学習を支えている一つの要因であるかもしれない。  
第 7 章では，総合考察として，以上の一連の研究から，乳児期における他者
からの学習について，情報源となるエージェントと社会的手がかり，あるいは
その相互作用の観点から乳児の社会的学習に重要な要因について議論した。さ
らに，乳児期の社会的学習メカニズムを支えている基盤が，発達初期にどのよ
うに生起するかについての可能性を，養育者と乳児の間に存在する相互循環的
なコミュニケーションの観点から提起した。具体的には，乳児は生得的にヒト
に注目する性質と，コミュニカティブな手がかりに注意を向ける性質をもって
おり，さらに，乳児の周囲にいる養育者は乳児に対してコミュニカティブな手
がかりを発するがゆえに，乳児が養育者（ヒト）に注意を向けるといった結び
つきが強固になっていくと考えた。こうした養育者と乳児の間に存在する相互
循環的なコミュニケーションを介することによって，乳児は養育者，ひいては
養育者に関連する類似性・親近性をもつ他者への選好を生み出しているのでは
ないかと予測した。さらには，そうした類似した集団カテゴリーへの感受性を
強めていき，自身の集団メンバー（内集団）にある他者から学習を行うように
なる可能性を本論では提起した。こうした親近性・類似性を持つ他者への選好
が自身の文化的内集団にある他者からの社会的学習の土台となり，文化的な情
  
報伝達が可能な学習手段に繋がっているのではないかと予測される。今後は，
ロボットテクロノジーを含む学際的な協調により，多角的視点から乳児の学習
メカニズムの解明に取り組むことが重要となってくると考える。こうした研究
は，乳児の学習メカニズムの解明に寄与する可能性があるだけでなく，発達初
期における教育や育児といった社会的応用の側面にもつながることが期待され
る。  
 
 
